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１章 結城市商業観光振興計画の目的と位置づけ 

 

１-１．計画策定の目的 

 

少子高齢化や人口減少が進む中、外国人観光客を含む交流人口の増加を図ることが各自治体の課

題となっています。交流人口増加を図り生き残りをかけ、各地の自治体では地域特性を活かした商

業や観光の振興に取り組み、観光誘致を行っています。 

本市においても例外ではなく、商業や観光の振興を図る必要性があります。2019年（平成31

年）に「いきいき茨城ゆめ国体（第 74回国民体育大会）」「いきいき茨城ゆめ大会（第 19回全国

障害者スポーツ大会）」の開催、2020 年に東京オリンピック・パラリンピックの開催が控えてお

り、本市を取り巻く環境は大きく変化しようとしています。 

そのため、結城市商業観光振興計画を策定することとしました。 

 

 

 

１-２．計画期間 

 

結城市商業観光振興計画は、2019年度（平成31年度）から開始します。 

計画期間は６カ年とします。（2019年度（平成31年度）～2024年度） 

第 5 次結城市総合計画における商業観光振興分野の施策・事業の実施状況や評価結果を踏まえ

つつ、第 6 次結城市総合計画における商業観光振興分野の方針につながるように商業観光振興計

画を策定します。 

 

 
2016 

H28 

2017 

H29 

2018 

H30 

2019 

H31 
2020 2021 2022 2023 2024 2025 

結城市 

総合計画 

          

結城市 

商業観光 

振興計画 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

【第５次結城市総合計画】 

後期基本計画 

（2016～2020年の5年間） 

【第６次結城市総合計画】 

前期基本計画 

（2021～2025年の5年間） 

【結城市商業観光振興計画】 

（2019～2024年の 6年間） 

次期 

計画 

次期計画検討 
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１-３．計画の位置づけ 

 

結城市の今後の商業観光振興の基本的な考え方を示すとともに、その実現に向けた具体的な施策

を示す計画として策定します。また、上位計画である結城市総合計画や関連する諸計画との整合性

を図りながら策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-４．計画の範囲 

 

本計画の範囲は、本市が主体となって推進する施策や事業を基本としますが、国、県等の公共機

関や、市民、事業者、観光協会等の参加・支援・協力が不可欠であることから、これらの公共機関、

民間、市民活動団体等が実施する施策や事業も含めています。 

 

 

 

 

結城市 

商業観光 

振興計画 

【上位計画】 

結城市総合計画 
【関連法令：国】 

・観光立国推進基

本法 

【関連計画】 

・茨城県観光振興基本計画 

・結城市まち・ひと・しごと総合戦略 

・結城市協働のまちづくり推進計画 

・結城市公共施設等総合管理計画 

・結城市都市計画マスタープラン 

 等 

【関連法令：国】 

・中心市街地の活

性化に関する法

律 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

２章 

 

 

結城市を取り巻く環境 
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２章 結城市を取り巻く環境 

 

２-１．結城市の商業振興・観光振興・伝統産業振興分野の評価 

 

上位計画である第5次結城市総合計画の実施計画で、商業振興、観光振興、伝統産業振興の分野

において、９施策、２２事業を位置づけて、展開しています。 

９施策、２２事業の進捗状況等について、検証を行いました。 

 

（１）施策・事業の検証の目的 

現在の商業観光振興の施策・事業として位置づけている９の施策、２２の事業について、進捗

状況を明らかにして、事業の見直しの必要性や今後の方向性等の検討を行い、結城市商業観光振

興計画の施策内容の検討に活用することを目的としています。 

 

（２）施策・事業の検証の方法 

総合計画の実施計画で位置づけている商業観光振興の施策・事業について、担当課から「進捗

状況」と「取組内容」を把握しました。 

施策の進捗状況の評価は、以下の３段階の基準で行いました。 

○一定の成果があった施策 

○継続して取組中の施策 

○未着手の施策 

 

（３）施策・事業の検証の結果 

総合計画の実施計画で位置づけている２２事業に関する進捗結果は以下のとおりとなりまし

た。２２事業のうち、一定の成果があった事業は４事業、継続して取組中の事業は１８事業、未

着手の事業は０事業となっています。 

 

【全２２事業の進捗結果】 

施策の区分 
一定の成果が 

あった事業 

継続して 

取組中の事業 

未着手の 

事業 

１．商業分野の施策 ２事業 ６事業 ０事業 

２．観光分野の施策 ２事業 ７事業 ０事業 

３．伝統産業分野の施策 ０事業 ５事業 ０事業 

合計 ４事業 １８事業 ０事業 
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２-２．商業観光振興における課題 

 

（１）商業観光振興に対する市民及び商業者のニーズ 

平成 29 年度に結城市民 1,000 人（無作為抽出，回収件数：286 件 回収率：28.6％）及

び市内商業者 400 事業者（回収件数：118 件 回収率：29.5％）に対して、商業観光に関す

る意識調査を行いました。 

 

 ①他の観光地と比較して良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.自然や風景や気候

b.歴史的な建物や街並み

c.祭りや伝統芸能

d.地場産業や伝統産業

e.飲食店

f.土産品や特産品

g.宿泊施設

h.交通の利便性

i.交通の安全性

j.休憩所や駐車場

k.案内板や標識

32.9 

42.0 

26.6 

34.6 

7.7 

11.5 

1.0 

8.0 

10.5 

8.0 

6.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

34.7 

33.9 

23.7 

32.2 

7.6 

7.6 

3.4 

7.6 

11.9 

4.2 

5.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

 観光資源全体を見ると、「歴史的な建物や街並み」、「地場産業や伝統産業」、「自然や風景

や気候」、「祭りや伝統芸能」の評価が高くなっています。 

 個別の観光資源を見ると、工芸品では「結城紬」、農作物では「白菜」、醸造品・加工食品

では「日本酒」、菓子類では「まんじゅう（ゆでまんじゅう含む）」、飲食店では「カフェ

（古民家カフェ）」、観光スポットでは「寺院・神社」、イベントでは「夏祭り、結い市、祭

りゆうき、きもの day 結城」等の評価が高くなっています。 

 上記の観光資源について、結城市民と市内商業者の認識は同じとなっています。 

しかし、全体的に、結城市民の方が市内商業者に比べて評価が高くなっており、結城市民の

方がよりこれらの観光資源の良さを認識していると考えられます。 

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

※1数値は、現在の結城市と他の観光地を比較して、「良い」と回答した割合 

※2 回答は、複数回答のため、合計しても 100％にはならない 

※3 グラフに示している赤枠は、「良い」と回答している割合が高いものを示している 
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 ■個別の資源 

 

 ○工芸品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○農作物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○醸造品・加工食品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.とうもろこし

b.白菜

c.レタス

d.トマト

e.アスター

43.4 

64.7 

51.4 

47.2 

9.4 

0％20％40％60％80％100％

市民

51.7 

72.0 

56.8 

39.8 

6.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.味噌

b.日本酒

c.醤油

d.うどん・そば

e.干瓢・落花生など
農産物加工品

50.7 

78.7 

38.1 

26.9 

43.4 

0％20％40％60％80％100％

市民

36.4 

73.7 

40.7 

27.1 

31.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者
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 ○菓子類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○飲食店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○観光スポット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.まんじゅう
(含ゆでまんじゅう)

b.大福・最中などまんじゅ
う以外の和菓子

c.桑の実・葉関連の菓子

d.洋菓子

71.3 

31.8 

22.7 

16.1 

0％20％40％60％80％100％

市民

60.2 

22.0 

17.8 

11.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.食堂・割烹・料亭

b.カフェ
（古民家カフェを含む）

c.スイーツ店

d.外国料理店

24.1 

39.9 

24.1 

6.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

26.3 

29.7 

12.7 

5.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城蔵美館

b.結城蔵美館以外の蔵造り
の建物

c.結城市伝統工芸館

d.結城市伝統工芸館以外
の結城紬関連施設

e.寺院・神社

f.結城市観光物産センター

g.結城市観光物産センター
以外の土産品店

48.6 

49.7 

38.8 

39.2 

64.7 

28.3 

10.1 

0％20％40％60％80％100％

市民

40.7 

44.1 

36.4 

33.1 

66.9 

22.0 

1.7 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者
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 ○イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.さくら祭り

b.山川あやめ祭り

c.夏祭り（含中日イベント）

d.盆踊り大会

e.結い市

f.祭りゆうき

g.きものday結城

h.結城市農業祭

i.ゆうき物産まつり

j.ゆうきのひなまつり

25.2 

14.7 

58.0 

28.7 

59.4 

55.6 

59.8 

28.3 

16.1 

12.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

23.7 

11.0 

55.9 

28.0 

57.6 

51.7 

55.9 

33.1 

19.5 

5.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者

a.結城紬

b.桐たんす

c.桐下駄

89.9 

47.6 

47.6 

0％20％40％60％80％100％

市民

78.0 

38.1 

36.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

商業者
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 ②観光振興に必要なこと（課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○市民からみた課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

160

107

175

105

107

124

62

122

83

95

109

48

48

101

104

73

136

159

125

142

24

6

歴史的な街並みづくり

高齢者や障害者に考慮した観光地づくり

駐車場・トイレなど公共・公益施設の充実

周辺観光地との連携強化

体験ができるサービスの充実

観光情報を入手できる場の整備

（観光案内所・Wi-Fi環境）

観光ガイド機能の構築

観光パンフレット・観光MAPの充実

観光標識の整備

観光協会・行政ホームページの充実

マスメディアへの積極的な情報提供

アニメーション・ゲーム等とのタイアップ

各地での観光ＰＲ・観光キャラバンの充実

公共交通機関で観光地が巡れる仕組みづくり

市内観光巡回バス・タクシーの設置

レンタサイクルの充実

市内におけるホテル・旅館など、宿泊施設の充実

飲食店舗の数・質の充実

郷土料理の普及やソウルフード開発

お土産品の充実

その他

不明

 市民目線では、「駐車場・トイレなど公共・公益施設の充実」、「歴史的な街並みづくり」、

「飲食店舗の数・質の充実」が必要と感じている割合が高くなっています。 

 「歴史的な街並みづくり」については、歴史的な街並みは、他の観光地よりも評価が高い

ものの、課題としても上がっており、有効的に活用できていないと認識していると考えられ

ます。 

 商業者目線でも同様に、「駐車場・トイレなど公共・公益施設の充実」、「歴史的な街並みづ

くり」、「飲食店舗の数・質の充実」が必要と感じている割合が高くなっています。 

 市民目線と商業者目線に違いは見られず、同じ問題意識を持っていると考えられます。 
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 ○商業者からみた課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66

43

78

43

37

48

26

37

43

28

39

24

19

31

34

31

43

52

41

46

9

9

歴史的な街並みづくり

高齢者や障害者に考慮した観光地づくり

駐車場・トイレなど公共・公益施設の充実

周辺観光地との連携強化

体験ができるサービスの充実

観光情報を入手できる場の整備

（観光案内所・Wi-Fi環境）

観光ガイド機能の構築

観光パンフレット・観光ＭＡＰの充実

観光標識の整備

観光協会・行政ホームページの充実

マスメディアへの積極的な情報提供

アニメーション・ゲーム等とのタイアップ

各地での観光ＰＲ・観光キャラバンの充実

公共交通機関で観光地が巡れる仕組みづくり

市内観光巡回バス・タクシーの設置

レンタサイクルの充実

市内におけるホテル、旅館など、宿泊施設の充実

飲食店舗の数・質の充実

郷土料理の普及やソウルフード開発

お土産品の充実

その他

不明
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２-３．SWOT 分析による「強み」・「弱み」と観光振興の展開方法 
    

  現在の状況 

機会 国際化の進展、観光立国政策等による訪日外国人観光客の増加 

（追い風） 東京オリンピック・パラリンピックの開催による外国人観光客の増加 

 インターネットの普及による観光情報・旅行手配の容易化 

 個人旅行、参加体験型観光、テーマ型観光の増加 

 高齢化による団塊世代等の高齢者旅行者の増加 

 いきいき茨城ゆめ国体、いきいき茨城ゆめ大会の開催による関係者の交流 

  結城市役所の新庁舎への移転後の跡地活用 

脅威 人口減少によるファミリー旅行の減少及び団体旅行の減少 

（向かい風） インターネットの普及による情報氾濫 

  東京オリンピック・パラリンピック開催による観光地間の競争激化 

 東京オリンピック・パラリンピック終了後の観光需要の減少 

 商業観光振興を担う人材の不足 

 店舗・施設の後継者不足 

強み 東京・埼玉からのアクセス性の良さ、結城駅から徒歩圏内の立地の良さ 

  結城紬ブランド（体験観光、紬販売、加工品販売等） 

  伝統行事や市民祭り・地域内イベント等 

  寺院・神社の充実 

  歴史的な街並み等の貴重な観光資源 

 日本酒や味噌等の醸造品の充実 

 街なかの飲食店等への出店チャレンジ支援等の行政支援 

弱み 観光施設間の二次交通の不足（結城駅から南北間、結城駅周辺と東結城駅周辺の東西間） 

 異なる観光資源間の連携不足 

  テーマ性が共通する他地域との連携不足 

  歴史的な街並みの有効活用不足（市民や商業者も認識） 

  駐車場・トイレ等の公共・公益施設の不足 

 カフェ以外の飲食店舗の不足 

  ゆでまんじゅう等の特産品のＰＲ不足 

 
※SWOT 分析とは、外部環境や内部環境を「強み（Strengths）」、「弱み（Weaknesses）」、

「機会（Opportunities）」、「脅威（Threats）」の 4つのカテゴリーに分け、要因分析する方法。 
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活かすべき「強み」 

○東京・埼玉からのアクセス性の良さ 

○結城駅から徒歩圏内の立地の良さ 

○結城紬ブランド 

○伝統行事や市民祭り・地域内イベン

ト等 

○寺院・神社の充実 

○歴史的な街並み等の貴重な観光資源 

○日本酒や味噌等の醸造品の充実 

○街なかの飲食店等への出店チャレン

ジ支援等の行政支援 

克服すべき「弱み」 

○観光施設間の二次交通の連携不足 

○異なる観光資源間の連携不足 

○テーマ性が共通する他地域との連携

不足 

○歴史的な街並みの有効活用不足 

○駐車場・トイレ等の公共・公益施設の

不足 

○カフェ以外の飲食店舗の不足 

○ゆでまんじゅう等の特産品のＰＲ不

足 

～ 強みを活かし、弱みを克服する商業観光振興の展開方向 ～ 

１．テーマ性とストーリー性を持った広域及び地域内の周遊観光の強化 

３．交流人口の拡大による地域産業の活性化及び育成 

４．事業者、住民、行政の協働による商業観光振興体制の強化 
 

５．地域の来訪促進及び魅力向上に資する効果的な情報発信 

２．環境整備と人材育成による“おもてなし”の向上 



 

 

 

 

 

 

３章 

 

 

結城市商業観光振興計画の目指す姿 
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３章 結城市商業観光振興計画の目指す姿 

 

３-１．基本理念と考え方 

 

本市は、高い知名度を誇る結城紬ブランドや蔵の街並み等の伝統的な観光資源を有しているもの

の、有効活用しきれていない部分があり、市外に対する PR 等も不足しています。 

一方で、地域経済の衰退、人口減少社会が進展する中、地域の活力を持続的に確保していくため

には、地域経済を維持・発展させて、結城市全体の個性、魅力、活力、暮らしやすさにつながるま

ちづくりが必要となります。 

そのため、結城市商業観光振興計画では、市民、事業者、商業関係者、観光関係者、まちづくり

関係者、市、国・県が連携・協力した商業振興や観光振興への取り組みが求められ、まち全体でシ

ティプロモーションに取り組み、地域のPRや知名度の向上を通して、地域への市民の愛着、地域

経済の活性化、市の発展を目指すものです。 

結城市商業観光振興計画において、本市が具体的に取り組む施策の基本理念を、以下のとおり定

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

『観光で稼げる』 新・観光都市ゆうき 観光倍増計画 
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３-２．基本目標と方向性 

 

本市の地域特性や観光の現状、施策の実施状況、基本理念を踏まえたうえで、本計画の実現に向

けた基本目標と方向性を次のように定めます。 

 

 

基本目標① 観光客数の倍増を目指そう 

有効活用しきれていない観光資源の有効活用、新たな観光資源を創出し、本市の魅力を高め

るとともに、その情報を効果的に発信して、本市を訪れる観光客数の倍増を目指します。 

 

 

 

基本目標② 観光向け店舗・施設の倍増を目指そう 

 観光客数の倍増に向けては、観光客を受け入れる施設等の環境整備が必要です。そのために

は、観光型商店の増強やまちなかに出店することに対する支援を行うとともに、本市に出店す

ることで、稼げる可能性を示すことが必要です。こうした受け入れ環境を整備し、観光向け店

舗・施設数の倍増を目指します。 

 

 

 

基本目標③ 観光客の滞在時間（単価）の倍増を目指そう 

本市は埼玉や栃木からのアクセスの良さも影響して、短時間での滞在が多いと想定されます。

滞在時間を延ばして、経済効果を多く生むため、体験や参加型の施設やまち歩き・食べ歩き等

のお金の使いどころを増やすこと、観光周遊エリアを拡大すること、そして、それらを組み合

わせるなどして宿泊観光を推進することなどに取り組み、観光客の滞在時間（単価）の倍増を

目指します。 

 

 

 

基本目標④ 観光客の受け皿の倍増を目指そう 

 観光客を受け入れるためには、施設等のハード整備に併せて、おもてなし体制等人材の充実

も必要となります。こういった人材の充実は行政だけでは限界があるため、市民参加による協

働の観光まちづくりを推進することが必要となります。また、外国人観光客を受け入れるため

には、多言語化整備等の取り組みも必要となります。こうしたソフト面による観光客の受け皿

について倍増を目指します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

４章 

 

 

結城市の商業観光施策 
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４章 結城市の商業観光施策 

４-１．施策体系 

 

前章で示した基本理念と 4つの基本目標に沿って、12施策、45事業例を本計画の商業観光施策に位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
観
光
で
稼
げ
る
』

新
・
観
光
都
市
ゆ
う
き

観
光
倍
増
計
画

基本目標１．観光客数の倍増を目指そう【KPI：観光入込客数】

基本目標２．観光向け店舗・施設の倍増を目指そう【KPI：観光関連店舗数】

基本目標３．観光客の滞在時間（単価）の倍増を目指そう 【KPI：平均滞在時間、平均消費額】

基本目標４．観光客の受け皿の倍増を目指そう【KPI：外国人観光客数、ＤＭＯの設置】

施策（１）

多くの人に結城を知ってもらおう

施策（２）

結城ファンを作り、何度も結城に来

てもらおう

施策（３）

観光資源を磨き上げて、結城の魅力

を高めよう

施策（４）

新たな観光を作り出そう

施策（1）

まち歩きを楽しめる環境を作ろう

施策（２）

食べ歩きやお土産等、お金の使いどこ

ろを作ろう

施策（３）

観光を楽しめるエリアを広げよう

施策（４）

結城に泊まり、夜を楽しめる環境を作

ろう

事業例１駅北（駅前）通りの活性化

事業例２演出の工夫による販売促進

事業例３ QRコード観光ガイド事業

事業例４散策・自転車のコース設定と標示

事業例５試飲・試食・体験等の参加型観光コース

の設定

事業例６レンタサイクルの充実

事業例７車と歩行者が共存できる交通基盤整備の

検討

事業例８二次交通の充実

事業例９お土産品のマーケティング調査と開発

事業例10 出店チャレンジ支援及び見世蔵の有効

活用

事業例11 広域連携も含めた観光ルートの設定

事業例12 事業者に対する休業日の見学協力要請

事業例13 南部エリアの観光環境整備

事業例14 宿泊観光の推進（民泊の推進）

施策（1）

結城で稼げる可能性ある未来を見せ

よう

施策（２）

結城での事業を積極的に応援しよう

事業例１若者の職づくり（環境整備）

事業例２創業支援事業

事業例３物産センター・観光案内所の役割の再定義

事業例４観光型商店支援事業（改装・仕入れ）

事業例５中心市街地の空き店舗の活用に対する支援

事業例６（株）TMO結城が行う事業及び運営支援

施策（1）

外国人が観光しやすい環境を整えよう

施策（２）

結城のおもてなし体制を強化しよう

事業例１特にタイ観光客の取り込み

事業例２「和」をテーマとした観光メニュー

事業例３ QRコード観光ガイド事業（再掲）

事業例４積極的な情報発信（再掲）

事業例５白鷗大学と連携した情報発信

事業例６案内板の多言語化等の環境整備

事業例７まちなかの歓迎ムードの演出

事業例８観光の担い手の増強

事業例９住民の意識改革

事業例10 結城版DMOの設置（広域連携含む）

事業例11 観光協会が行う観光振興事業への補助

事業例12 観光ガイド養成講座の開催

事業例13 結城市商業観光振興計画推進委員会の設置

事業例１積極的な情報発信

事業例２茨城国体及びインターハイ物産販売

ブース出店、おもてなし（駅通り装飾）

事業例３結城百選の厳選PR

事業例４観光マップ・パンフレットの見直し

事業例５イベントの開催（既存イベント調整）

事業例６結城ファンクラブの立ち上げ

事業例７結城市の玄関口の整備

（駅周辺への情報集約）

事業例８結城紬を活用した観光客誘致

（結城紬の各種体験の実施）

事業例９結城蔵美館、結城市伝統工芸館の企画運営

事業例10 体験型観光、スポーツ型観光、歴史教育型観光

の実施

事業例11 食の名物づくり

事業例12 着物による街並み散策等の着物の良さを

再認識するイベントの開催

事業例13 御手杵の槍とオンラインゲームのコラボ

企画

事業例14 滞在型農業体験プログラムの検討

茨
城
国
体
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
早
期
に
対
応 

茨
城
国
体
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
早
期
に
対
応 
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４-２．施策内容 

 

基本目標１ 観光客数の倍増を目指そう 

 

施策（１） 多くの人に結城を知ってもらおう 

施策（２） 結城ファンを作り、何度も結城に来てもらおう 

施策（３） 観光資源を磨き上げて、結城の魅力を高めよう 

施策（４） 新たな観光を作り出そう 

 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例１ 

積極的な情報発信 

イベント開催告知だけでなく、開催中の情報等、リアルタイ

ムで事業者や市民を巻き込んで、SNS等による情報発信を行

う。 

また、観光キャンペーン等により観光誘客及び市の知名度

向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲情報発信の１つの手法イメージ 

・そうだ・・結城へ
行こう」のＣＭ製作

・ロケ誘致
・紅葉NO.1の寺の紹介

・物産品の出張販
売（東京駅、
KITTE等）

・観光客の興味を引く情報発信コンテンツの作成を進めつつ、
結城市から近い埼玉県などターゲットを絞って、観光商品
等をPRする。そこで作成した情報コンテンツも発信する。

・また、若年層に対しては、動画配信者やSNSを有効活用し
てPRする。

◆情報発信コンテンツの作成とＳＮＳの有効活用

●観光キャンペーン●情報発信
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事 業 事 業 概 要 

事業例２ 

茨城国体及びインターハイ物

産販売ブース出店、おもてな

し（駅通り装飾） 

 茨城国体やインターハイの会場等に 

おいて、ブースを出店し、結城市の観 

光商品等を販売及び PRする。 

 参加者等を北部市街地に誘導し、街 

なかに歓迎の飾りつけをして、おもて 

なしの気持ちを表す。 

 

 

事業例３ 

結城百選の厳選PR 

選定した「結城百選」を歴史や風景、 

地域文化等多様なカテゴリーの中から、 

紹介する相手先や季節等に合わせて 

厳選して活用やＰＲを行う。 

 

 

 

 

事業例４ 

観光マップ・パンフレットの

見直し 

 総合パンフレットのほか、観光客の目的に合わせたマップ、

パンフレットの作成について、関係機関と協議のうえ作成す

る。 

事業例５ 

イベントの開催 

（既存イベント調整） 

 

 

 

 

 

 

これまで行って来たイベントについて目的と成果を検証

し、効率的、効果的に行えるようにする。 

事業例６ 

結城ファンクラブの立ち上げ 

 イベントに継続的に参加しているリピーターや結城紬の愛

用家、歴史等のコアなファンが何度も足を運んでくれるよう

な取り組みとして、結城ファンクラブを立ち上げる。 

 

 

 

▲結城夏祭り 

▲いきいき茨城ゆめ 

   国体・大会ポスター 

▲称名寺にある 

  「結城百選」の碑 

▲結い市 
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事 業 事 業 概 要 

事業例７ 

結城市の玄関口の整備 

（駅周辺へ情報の集約） 

 結城市民情報センターの情報発信機能の強化を行うため、

物産センターや観光案内所の拡充を行うと共に観光情報の集

約化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲結城市民情報センター 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲結城市民情報センターの機能強化イメージ 

・PRの拡大
・観光の目玉がわかりにくい
・来たくなるような観光
マップを作る
（イラストや写真）

・結城市民情報センターを
情報の発信地にしたい

●ＰＲが不足

・寛げる喫茶店 ・本屋
・お土産屋 ・飲み屋、Bar
・行列のできる飲食店
・美味しくて安い食べ物を
観光客に出せる店

・商店街
・地場産業を活かした物産店
（観光ルートに入れる）

●欲しい施設

・結城市民情報センターを情報の発信地にすべく整備を進める。
ここに来れば結城の観光情報の全てがわかるようにする。

・マップなどのコンテンツ整備も進める。
・併せて、目的地にもなるように、喫茶店、飲食店、お土産屋等
の店舗整備も進めて、収益を確保する。

◆結城市民情報センターの機能強化
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事 業 事 業 概 要 

事業例８ 

結城紬を活用した観光客誘致    

（結城紬の各種体験の実施） 

 体験型観光を推進するため、結城紬が体験できる環境を整

備する。また、市民をあげて紬をＰＲするため、中学生や高校

生等を対象とした結城紬体験学習を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例９ 

結城蔵美館、結城市伝統工芸

館の企画運営 

市の観光施設の核となる 2 館について、滞在時間や来館者

を延ばすために、内容の拡充を図ると共に、企画展や催事等の

開催を検討する。 

 

 

 

 

 

 

▲はた織り藍染め体験 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲結城紬が体験できる環境整備イメージ 

▲結城蔵美館 

・空き家を活用して、どこでも体験できる
ようにする。

・観光客が立ち寄れる場所を増やす。
・環境（空き家）はある程度、できている。
制度的な部分が問題。

・店舗整備と絡めることで、相乗効果が期
待できる。

◆結城紬を体験できる場の整備

・気軽に結城紬
を学べる場の
整備

●結城紬
・結城紬や伝統工
芸の技術の体験
を誘致して継承

●伝統・技術継承

結城紬の技術
を継承しつつ
結城紬を体験
する観光客の
増加、滞在時
間の延長につ
なげる
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事 業 事 業 概 要 

事業例10 

体験型観光、スポーツ型観光、

歴史教育型観光の実施 

 既存の観光資源を活用して、体験型観光を推進する。 

自転車やウォーキング等のスポーツ型観光を新規に検討す

る。 

 また、結城市の歴史を次世代に伝達する取り組みを進めて、

その取り組みを活かして歴史教育型観光を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲体験型観光、スポーツ型観光、 

歴史教育型観光のイメージ 

・手作り体験
（桐工芸、和菓子、味噌、酒、うどん、
織物、米、野菜）

・収穫体験
農産物、果物

・古民家宿泊体験・農業宿泊体験
・遺跡を使った古代人の暮らし体験
・寺社での宿泊体験
・坐禅体験

●観光体験

・歴史散歩
・歴史講座の開催
・みこし・まつりの見学
・ソウルフードの伝達
・お不動さん

●歴史教育

・ウォーキング
コースの設定

・サイクリング
コースの設定

●スポーツ

・現在の資源を有効に活用して、体験型観光を実施する。
・滞在時間の延長、リピーターの増加につなげる。

◆体験観光、スポーツ観光などに取り組む

・市民を巻き込んで、結城市の歴史等の伝達を行う。
・次の世代は、その歴史を学びつつ、その歴史を活用した新
たな観光の検討につなげる。

◆結城の歴史を次の世代に伝える

歴史を活用した観光の
創出につなげる
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事 業 事 業 概 要 

事業例11 

食の名物づくり 

 結城市の特産品を魅力ある結城市独自の地域資源として磨

き上げ、名物になるような食を創出する。 

事業例12 

着物による街並み散策等の着

物の良さを再認識するイベン

トの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

きものｄａｙ結城等のほか、着物を着て結城の街並み散策

と着物の良さを再認識するツアーの開催を検討する。 

本場結城紬の振興として、結城紬機織り実演事業、結城紬き

もの貸出事業等を継続する。 

事業例13 

御手杵の槍とオンラインゲー

ムのコラボ企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オンラインゲームによる刀剣人気を活用して、商品販売や

歴史講演会、イベント実施等を検討して、滞在時間の延長や経

済効果創出につなげる。 

事業例14 

滞在型農業体験プログラムの

検討 

 新たな観光資源として、農家と協力して、農業体験プログラ

ムの実施を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲きもの day 結城 

▲御手杵の槍 
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基本目標２ 観光向け店舗・施設の倍増を目指そう 

 

施策（１） 結城で稼げる可能性ある未来を見せよう 

施策（２） 結城での事業を積極的に支援しよう 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例１ 

若者の職づくり（環境整備） 

 結城市の若者が結城市で働くため、また結城市外から若者

を呼び込むために、企業誘致、起業支援等の魅力ある職づくり

を進める。 

事業例2 

創業支援事業 

 専門家によるノウハウ伝達等の他、起業後のフォローアッ

プ、空店舗オーナーとのマッチングの取り組みを推進する。 

事業例3 

物産センター・観光案内所の

役割の再定義 

 玄関口である結城駅前の施設として、物産センターや観光

案内所の機能強化に向けた再定義を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業例４ 

観光型商店支援事業 

（改装・仕入れ） 

 生活者向け商店が中心の商店街を観光向けにシフトするた

めの費用を補助する制度の創設を検討する。 

事業例５ 

中心市街地の空き店舗の活用

に対する支援 

中心市街地の空き店舗を活用して起業・創業する者に対す

る補助金の交付を行う。 

事業例６ 

（株）TMO結城が行う事業及

び運営支援 

(株)ＴＭＯ結城が行う様々な事業及び運営に対して支援を

行う。 

 

  

▲物産センター ▲観光案内所 
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基本目標３ 観光客の滞在時間（単価）の倍増を目指そう 

 

施策（１） まち歩きを楽しめる環境を作ろう 

施策（２） 食べ歩きやお土産等、お金の使いどころを作ろう 

施策（３） 観光を楽しめるエリアを広げよう 

施策（４） 結城に泊まり、夜を楽しめる環境を作ろう 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例１ 

駅北（駅前）通りの活性化 

 観光型商店への転換や空き店舗の解消、散策のための環境

整備等、安全で、わかりやすく、賑わいある雰囲気を創出して、

活性化につなげる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲駅北（駅前）通りの活性化イメージ 

●安心感が不足
・女性に優しい街
・市内自動車30km/h
制限（ゾーン30）の実施

・夜間に明るいところを作る

●安全性の向上

・駅北（駅前）
通りの活性化

・駐車場の整備
・案内サイン
・緑を増やす

●観光への要望

・駅前（駅北）通り周辺に駐車場を整備するこ
とで、自動車の流入を極力減らす。

・安全性を向上させることで、誰もが歩きやす
い環境を整備する。

・案内サインを設置することで、初めての観光
客も外国人観光客もわかりやすくする。

・また、夜間でも明るさを保ち、夜間でも歩き
やすい環境を整備する。

◆女性も子供も高齢者も歩きやすく、
わかりやすい環境を整備

日中も夜間でも
安心に歩ける環
境を整備するこ
とで、駅北（駅
前）通りの人通
りを増やす



-23- 

事 業 事 業 概 要 

事業例２ 

演出の工夫による販売促進 

 既存の物産品について素材の良さを生かしつつ、商品の見

せ方やＰＲ方法を工夫し、来訪者の興味を引くような演出を

検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例３ 

QR コード観光ガイド事業 

 マップや各地の観光スポットに QR コードを整備し、詳細

な情報を把握できるようにする。多言語化にも対応する。 

事業例４ 

散策・自転車のコース設定と

標示 

 まち歩き、食べ歩き、自転車周遊等のコースを設定し、番号

を付した表示を設置すると共にマップにも反映させる。 

事業例５ 

試飲・試食・体験等の参加型観

光コースの設定 

 試飲・試食・体験等ができる参加型、体験型の観光コースを

設定し、直に触れることにより、結城の良さを実感してもらう

と共に滞在時間の延長を図る。 

事業例６ 

レンタサイクルの充実 

 レンタサイクルのサイクルポートを複数箇所に設置するな

ど、自転車で移動しやすい環境整備を検討する。 

事業例７ 

車と歩行者が共存できる交通

基盤整備の検討 

 路側帯の石たたみ化等、拡幅しなくても、市民や観光客が安

全・安心に周遊できる環境を検討する。 

事業例８ 

二次交通の充実 

 JR水戸線利用や車を駐車した後の観光来訪者に対して、観

光地までの移動手段を確保するため、巡回バスや観光タクシ

ー等の二次交通の充実を検討する。 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲演出の工夫イメージ 

▲巡回バス_車両 

・販売の仕方の演出を工夫
して、観光客の興味を向
ける。

◆演出の工夫・ゆでまんじゅう、
地酒、味噌、醤油、
トウモロコシ、
やきそば、ケーキ
などの販売の問題
を改善

●販売促進
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事 業 事 業 概 要 

事業例9 

お土産品のマーケティング調

査と開発 

 特産物や工芸技術等を活用した、新たなお土産品を開発す

るため、観光地や観光客の消費行動を調査研究する。 

事業例10 

出店チャレンジ支援及び見世

蔵の有効活用 

 観光客を意識した営業をする飲食店を増やすと共に新規出

店を促すため、出店チャレンジを支援する。また、結城らしい

雰囲気を活かすために空き店舗や活用していない見世蔵のマ

ッチングを行う。 

事業例11 

広域連携も含めた観光ルート

の設定 

 

 隣接する市町はもとより、笠間や足利等の少し離れた都市

と連携し、観光ルートを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食べ歩きができるコースがあ
るといい

・結城紬の見学、体験、購入が
できる施設がほしい

・若い女性、若い人をターゲッ
トにしたお店がほしい

・B1グランプリ

●観光への要望

・古い町並みの整備
・市民の持っているお宝で
資料館を運営、公開

・蔵美館の充実、まちの
へそを目指す

・近隣の市町村と協力して
観光ルートをつくる

・結城城をつくる

●観光への要望

・周辺市町村と連携した観光ルートの設定に合わせて、市内では、
食べ歩きなど女性の興味を引くルートも組み入れる。

・また、蔵美館の充実など、そのルート設定に必要な環境整備を
進める。

◆観光ルートを設定

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲近隣市町村との連携も含めた観光ルート

の設定イメージ 
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事 業 事 業 概 要 

事業例12 

事業者に対する休業日の見学

協力要請 

 本市で見学する店舗は製造所または卸売が多く、日曜、祝日

は休業することが多いため、土日祝日の営業等、可能な限り、

協力を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例13 

南部エリアの観光環境整備 

 南部エリアへ観光周遊を広げるために、既存の資源及び新

規資源の創出等により、南部エリアの観光を充実する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各観光施設で休日
を同じにする

・土日は観光客が多
いので休日にしな
い

●施設運営

・土日祝日は、必ず運営す
る。（人が来る日は休ま
ない）

・事業者間で協議して、休
日を統一化する。

◆休日の統一化

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲水野越前守忠邦の墓 

▲事業者間のルールづくりイメージ 
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事 業 事 業 概 要 

事業例14 

宿泊観光の推進 

（民泊の推進） 

 滞在時間を長くすることにより宿泊する観光客が増えると

思われる。また農泊や民泊等、宿泊自体が観光となるメニュー

を検討する。 

民泊の可能性を整理し、結城市に合った民泊の仕組みを検

討し、実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲宿泊観光の推進イメージ 

・古民家宿泊
・見世蔵を活用
して旅館整備

●宿泊環境整備

・若年層向けとして格安で宿泊できるゲス
トハウス、年配者向けに旅館など需要に
応じた宿泊ができるように整備。

・ゲストハウスは交流の場、観光資源にも
なる。旅館は古いだけではダメ。また、
温泉もあると良い。

・雇用の創出にもつながる。
・行政のバックアップが必要。

◆空き家を活用して宿泊地の整備

・結城市に魅力
を感じてもらい
移住してもらう
取り組み

●移住者の誘致

市内の人よりも市外の
人の方が関心があるの
で、格安で宿泊できる
場があると来やすい
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基本目標４ 観光客の受け皿の倍増を目指そう 

 

施策（１） 外国人が観光しやすい環境を整えよう 

施策（２） 結城のおもてなし体制を強化しよう 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例１ 

特にタイ観光客の取り込み 

 姉妹都市交流等で下地があり、日本への観光が増加してい

るタイ人について、ＳＮＳや結城市に居住や就業しているタ

イ人とのネットワークを活用して、タイ観光客を呼び込む。 

事業例２ 

「和」をテーマとした観光メ

ニューの作成 

 日本文化等を堪能できるメニュー（着物やお茶、書道、武道）

を作成する。 

事業例３（再掲） 

QR コード観光ガイド事業 

マップや各地の観光地に QR コードを整備し、詳細な情報

を把握できるようにする。多言語化にも対応する。 

事業例４（再掲） 

積極的な情報発信 

イベント開催告知だけでなく、開催中の情報等、リアルタイ

ムで事業者や市民を巻き込んで、SNS等による情報発信を行

う。 

また、観光キャンペーン等により観光誘客及び市の知名度

向上を目指す。 

事業例５ 

白鷗大学と連携した情報発信 

 学生・留学生によるSNS等の情報発信、学生・留学生との

意見交換等、学生・留学生との連携方策を検討して実施する。 

事業例６ 

案内板の多言語化等の環境整

備 

 外国人観光客が訪問した際に、わかりやすく周遊できるよ

うに案内板等の多言語化整備を進める。 
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事 業 事 業 概 要 

事業例７ 

まちなかの歓迎ムードの演出 

 結城らしさを残しつつも、まちなかに観光客を受け入れる

雰囲気を創出する。 

観光情報の共有や花いっぱい活動等、まちなかでできるお

もてなしの検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲まちなかの歓迎ムードの演出イメージ 

・地域の人々が楽しんでいないのに、観光客を
楽しませることはできないという考え方。

・地域の人々が楽しめる環境と安全な環境を整
備する。

・子ども、主婦、高齢者をはじめ、多くの市民
が結城市内に出かけられるようにする。

・目的地となるような集客施設も必要。

◆遊び場、集客施設などの環境整備

・子供の遊び場を
つくる

・高齢者を呼び込
む（全国ゲート
ボール大会など）

●コミュニティ

・にぎわいのある町
・和の雰囲気を商店
で活かす

●まちの雰囲気

観光客が来
たくなる、
歩きたくな
る雰囲気を
創出する

●安心感が不足
・交番のおまわり
さんを常駐させる

・結城駅に駅長を
常駐させる

●安全性の向上
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事 業 事 業 概 要 

事業例８ 

観光の担い手の増強 

 女性の力や既存の組織と連携して、新しい観光の担い手を

確保するとともに、若年層の流出を防ぎ、市外からの流入を促

進することで、観光担い手の確保につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 事 業 概 要 

事業例９ 

住民の意識改革 

 市民の街歩き、イベント参加等を通じて地域資源等を再認

識してもらい、観光の受け皿の担い手になってもらえるよう

にする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲観光の担い手の増強イメージ 

：現状・課題 ：施策・取り組み 

▲住民の意識改革イメージ 

・女性の力や既存の組織と連携して、新しい観光の
担い手を確保する。

・それに併せて、若年層が結城市から出ていかない
ため及び結城市に人を呼び込むため、若年層に
とって魅力ある就業先の確保、企業の誘致、起業
に対する支援等を行う。

・若者にとって魅力ある就業先は観光産業を含めて
検討する。

◆既存の人材を有効活用し、新しい人材を誘致
短期的には既存
の人材を有効活
用しつつ、中長
期的には若年層
を呼び込み、経
済効果を生み出
すとともに、観
光の担い手確保
にもつなげる

・女性のパワー
・花の会、桜
・蔵造りの空き店舗
・路地

●活用すべきもの

・若い人が住めるように働く場
・大企業（大学生が就職できる）
・大学

●若年者の誘致

・市民が街の中を歩きまわる
・各イベントにボランティア参加
・建物活用事例、グルメスポット
やフォトジェニックなスポット
紹介

・着物を着て自分が好きなところ
を紹介

●住民参加

・事業者のバックアップにより取り組みを支援し、ＰＲする
ことが必要。

・観光ボランティアのジャンルわけを行う。
・受け皿整備に向けては、稼げる匂いをさせることが必要。

◆仕掛け・ＰＲ

・一般家庭の菜園や耕作放棄地
を観光農園に活用

・見世蔵の中をオープンにする
・農家の家に泊まれるように
する

・お寺・神社に泊まれるように
する

●受け皿整備
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事 業 事 業 概 要 

事業例10 

結城版DMOの設置 

（広域連携含む） 

 地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着

を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵

取り役を担う法人として、結城版DMO の設置を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業例 11 

観光協会が行う観光振興事業

への補助 

結城市観光協会が行うイベント等の観光振興事業に対し

て、バックアップを行う。 

事業例12 

観光ガイド養成講座の開催 

学識者や専門家を招いたり、市民・事業者・若年層向けに講

座を行い、スキルの維持と新規ガイドを養成する。 

ボランティアガイドの他、商店主や学生による観光ガイド

を養成する。 

事業例13 

結城市商業観光振興計画推進

委員会の設置 

 商業観光振興計画策定委員会のメンバーが主体となり、継

続的に勉強会を開催し、施策・事業の推進役となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日本版ＤＭＯのイメージ 



 

 

 

 

 

 

５章 

 

 

計画の実現に向けて 
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５章 計画の実現に向けて 

 

５-１．関係者の意識 

 

本計画で位置づけた施策・事業について、具体的に打ち上げていくことが必要になります。 

そのためには、関係者（行政、観光協会、物産協会、商工会議所、商業観光関連事業者、市民等）

が様々な場面で連携をして、それぞれの知見を持ち寄り、最善なものを実現していくことが必要と

なります。その際、関係者はこれまでの発想を変えること、変化を受け止めることが必要となりま

す。 

 

 

（１）市（行政）の役割 

施設整備等、商業観光振興を図る上で必要となるインフラと制度の整備を推進します。 

また、市の関係部局間での連携を図るとともに、国・県を始め、関係市町村や観光関連団体、

民間事業者、市民との協働による取り組みや調整を行い、各主体が取り組む事業を支援し、地域

の活性化を図る役割を担います。 

 

（２）観光協会・物産協会の役割 

商業観光振興を推進する中心的な存在としての役割を担う団体であり、行政とのパートナーシ

ップにより、民間事業者や商工会議所といった関係団体、市民団体等と連携・調整を図りながら、

商業観光振興に関する具体的な事業を実施します。 

また、各主体が行う事業を支援するとともに観光情報の収集や提供、誘客に向けたＰＲ活動等

を展開し、観光誘客の推進を図る役割を担います。 

 

（３）商業観光関連事業者の役割 

商業観光振興を図るためには、地域経済の主役である農業、商業、工業、NPO法人を含めた市

民団体等の商業観光関連事業者の取り組みが重要です。商業観光関連事業者の最大の役割は、商

業観光に関する取り組みを行うことにあります。観光産業の担い手として、各自が持つノウハウ

の質の向上に取り組むとともに行政や観光関連団体、事業者間との連携強化により、本市の魅力

向上に努める役割を担います。 

また、新たな観光振興組織として想定されるＤＭＯについては、市をはじめとする各観光関連

団体とのパートナーシップの構築と施策実施に向けた中心的な役割が期待されます。 

 

（４）市民の役割 

本市を訪れた方に満足していただくためには、市民の意識の統一を図り、市民一人ひとりが温

かく迎え入れ、結城の魅力を伝えることが重要です。市民それぞれの立場で郷土に誇りと愛着を

持ち、まちづくりに参加・協力をすることと、おもてなしの心を持つことが大切です。 
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５-２．進行管理 

 

本計画の推進を図るため、以下のように各施策の実施状況の把握や評価等を定期的に実施し、

計画的な進行管理を行います。 

 

 

（１）関係者による進行管理 

本計画の策定に関わる関係者や市民も含めて、本計画に位置づけた施策の評価を行い、進捗状

況を整理します。 

施策や事業については、評価結果や社会経済情勢の変化等を踏まえて、事業の見直しや新たな

事業の具体化等、適切な運用を図ります。 

関係者による進行管理は、以下の組織体制で実施します。 

 

①結城市商業観光振興計画推進委員会 

「結城市商業観光振興計画」に位置づけられた施策の進捗管理と検証を行い、その推進を

図るとともに、施策の検討や複数所管による関連事業の調整等を行います。 

本委員会では、主に施策の実施状況の整理、効果の検証、問題点の把握等を行います。 

 

 

（２）数値目標の設定による進行管理 

本計画の実現に向け、施策を計画的に実施するにあたり、次ページの指標を掲げ、進行管理を

行います。進行管理にあたっては、継続的な PDCA サイクルにより計画の見直し・改善を図っ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

①現状把握 

②意識の共有 

③手段の選択 

④目標の設定 

⑤体制づくり 

⑥環境整備 

⑦手段の展開 

⑧目標・結果の比較 

⑨ふりかえり評価 

⑩改善提案 

・観光施策や地域の問題点、地域の観光資源を棚卸し 

・交流人口増を通じた地域活性化について共有 

・新たな観光商品、市民との連携等の可能性 

・主なターゲット、外国人観光客、宿泊等の目標値設定 

・本計画の策定に関わる体制づくり 

・受入環境整備の展開 

・プロモーションの展開 

・数値目標の達成状況を確認 

・数値目標の達成状況に対する評価 

・次年度以降の目標修正や新たな施策展開等の改善 
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 指 標 
平成 30年 

（基準値） 

平成 33年 

（目標値） 

平成 36年 

（目標値） 
指標の把握方法 

1 観光入込客数 
１６．５万人 

(平成２９年度) 
２４．８万人 ３３．０万人 

結城市観光客動態調

査 

2 観光関連店舗数 ３店舗 ４店舗 ５店舗    ― 

３ 平均滞在時間 
３時間 

(平成２９年度) 
４．５時間 ６時間 

観光ボランティアガ

イド活動実績報告 

4 平均消費額 
６５０円 

(平成２９年度) 
９７５円 １，３００円 

観光物産センター売

上等集計 

5 外国人観光客数 ３６人 ５４人 ７２人 
伝統工芸館・観光案

内所来館者数 

6 ＤＭＯの設置 ０ ０ １ ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数 値 目 標 



 

 

 

 

 

 

第６章 

 

 

資料編 
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６章 資料編 

 

６-１．結城市の観光の特性 

 

（１）日本人来訪者 

2017年における結城市の年間宿泊者数は 27,794人となっており、東京都が約 23％、神奈

川県が約18％、埼玉県と大阪府が約 8％、茨城県内が約 6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲結城市における年間宿泊者数（2017 年）と居住地の内訳 

出典：観光予報プラットフォーム推進協議会 

▲主要居住地別にみた宿泊者数の推移 

1位 東京都 6,326人 (22.76％)

2位 神奈川県 4,934人 (17.75％)

3位 埼玉県 2,204人 (7.92％)

4位 大阪府 2,139人 (7.69％)

5位 茨城県 1,728人 (6.21％)

6位 山形県 1,660人 (5.97％)

7位 千葉県 1,632人 (5.87％)

8位 新潟県 1,576人 (5.67％)

9位 愛知県 1,037人 (3.73％)

10位 北海道 817人 (2.93％)

その他 3,741人 (13.45％)

27,794人

出典：観光予報プラットフォーム推進協議会 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
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東京都 神奈川県 埼玉県 大阪府 茨城県
(人)
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宿泊者数の推移をみると、2014年から大きく減少し、2016年に持ち直したものの、2017

年は再び減少に転じています。結城市の宿泊者は、男性一人もしくは男性グループによる訪問が

多く、宿泊日数は1泊が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲結城市における宿泊者数の推移（性別） 

出典：観光予報プラットフォーム推進協議会 

▲結城市における宿泊者数の推移（参加形態別） 

出典：観光予報プラットフォーム推進協議会 
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0
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(人)
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出典：観光予報プラットフォーム推進協議会 

▲結城市における宿泊者数の推移（宿泊日数別） 
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（２）外国人来訪者 

2017 年における茨城県内の外国人観光客数は 48,633 人となっており、中国と台湾が多く

を占めています。 

茨城県内の外国人観光客の推移を見ると、2016 年までは増加傾向が続いていたものの、

2017年は減少に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」 

 
▲茨城県における外国人観光客の国籍内訳 

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」 

 
▲茨城県における外国人観光客の推移 
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６-２．結城市商業観光振興計画の策定経過 

 

（１）結城市商業観光振興計画策定委員会 

結城市商業観光振興計画策定委員会は、4回の委員会を開催し、計画の策定を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結城市商業観光振興計画策定委員会

構成員の

概要

学識経験者、観光事業者、

商業事業者等 １５名

日

程

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

パブリックコメントの実施

第4回（12/19）

●商業観光振興計画の案

第2回（10/15）

●グループ討議による施策等の具体化

第1回（7/30）

●商業観光振興計画の概要

●商業観光振興の現状・方向性

●商業観光振興計画の骨子案

第3回（11/19）

●商業観光振興計画の素案

商業観光振興計画

の印刷製本
計画完成配布

計画の最終案

計画の全体構成

を示した骨子案

計画の施策内容

を示した素案

パブリックコメントの

計画への反映

計画の施策体系

及び施策内容

計画の策定状況
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＜結城市商業観光振興計画策定委員会_協議内容＞ 

 開催時期 議事内容 主な協議内容や意見等 

第 1回 

委員会 

平成 30 年 

7 月 30 日

（月） 

18:00～ 

（1）結城市商業観光振興計

画の策定方針について 

（2）結城市商業観光振興計

画の現状及び今後の方

向性について 

（3）結城市商業観光振興計

画の骨子案（全体構

成）について 

＜主な協議内容＞ 

・計画の策定方針、骨子案について確認。 

＜主な意見＞ 

・これからの観光産業は、富士山型から八ヶ岳

型への転換が求められている。結城紬を基

軸にしつつ、他にも魅力ある観光産業を作る

ことが必要。 

・稼げる観光がキーワードになる。 

第 2回 

委員会 

平成 30 年 

10 月 15

日（月） 

18:00～ 

（1）計画策定スケジュールの

変更について 

（2）第 2回委員会におけるグ

ループ討議について 

＜主な協議内容＞ 

・施策等の具体化に向けて、3 グループに分か

れて、ＫＪ法によるアイディア出しを実施。 

・「行政が対応すること」、「事業者が対応するこ

と」、「住民を巻き込むこと」の観点から、今す

ぐにできること、1～2 年でできること、3～5 年

後の将来的にできることを整理。 

第 3回 

委員会 

平成 30 年 

11 月 19

日（月） 

18:00～ 

（1）第 2回委員会におけるグ

ループ討議の結果につい

て 

（2）結城市商業観光振興計

画（素案）について 

＜主な協議内容＞ 

・第 2 回のグループ討議結果を報告し、それら

を反映した計画（素案）について協議。 

＜主な意見＞ 

・茨城国体や東京オリンピックに向けて早期に

対応できることを整理することが必要。 

・この委員会を発端にして、色々なところで施策

を打ち上げていくことが必要。色々な関係者

の考え方を持ち寄り、最善なものを実現して

いくことが必要。 

第 4回 

委員会 

平成 30 年 

12 月 19

日（水） 

18:00～ 

（1）結城市商業観光振興計

画（案）について 

＜主な協議内容＞ 

・計画（案）の内容及び推進委員会を立ち上げ

て、計画の推進を図る旨を報告し、協議。 

＜主な意見＞ 

・地域に出向いて、住民に話を聞くことも必要。 

・当事者任せにするのではなく、関係者も行動

に移すことが必要。 

・行政や事業者が中心となり、新しい仕事やプ

レイヤーを増やしていくことが必要。 
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＜結城市商業観光振興計画策定委員会_委員＞ 

区  分 職 氏  名 

学識経験者 白鷗大学経営学部教授 
小笠原 伸 

（委員長） 

商業・観光・まち

づくりに関し見

識を有するもの 

観光関係 

結城市観光協会副会長 
飯島 浩明 

（副委員長） 

観光案内関係 

結城市観光ボランティアガイド協会 
大嶋 薫 

旅行業関係 

東武トラベルサービス 
齋藤 章 

観光施設関係 

結城つむぎセンター 
柴 敦博 

商業関係 

物産品関係者 

結城市物産協会会長 
秋葉 節夫 

伝統工芸品関係 

茨城県本場結城紬織物協同組合理事長 
外山 正美 

和装推進関係 

ゆうき着楽会会長 
稲葉 里子 

観光向け商業者 

㈱武勇専務 
保坂 大二郎 

結城商工会議所 

経営指導員 
野口 純一 

金融関係 

結城信用金庫本店営業部理事部長 
石島 睦 

まちづくり 

関係 

歴史的建造物所有者 

奥順㈱社長 
奥澤 武治 

国際交流関係 

（一社）結城市国際交流協会 
登坂 富子 

まちづくり関係 

結いプロジェクト代表 
飯野 勝智 

青少年関係 

ネクストゆうき専務理事 
大橋 康則 

その他市長が必要と認めるもの

（オブザーバー） 

企画政策課 

市民活動支援センター 

農政課 
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